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研究成果の概要（和文）：以下の三つの研究を行い、小学生・中学生・高校生の睡眠を中心とし

た生活全体のあり方を立て直すこと(生活臨床)が、自尊感情と学習意欲を高め、ストレス反応

度と抑うつ度を低下させることによって、様々な問題行動の予防につながることを実証的に明

らかにした。（１．高等学校における生活実態調査 ２．小学校における｢睡眠健康教育の実践に

関する調査・研究｣  ３．中学校における｢睡眠健康教育の実践に関する調査・研究｣） 

 
研究成果の概要（英文）： 

We continue three following research such as 1. Survey for high school students 2. 

Research study about sleep education for health in elementary school 3. Research 

study about sleep education for health in junior high school. We clarify that regulating 

students’ lives especially sleep (clinical guidance for affecting life styles) promotes 

building students' self-esteem , motivating students to study and decreasing stress and 

depression. Therefore clinical guidance for affecting life styles prevents inappropriate 

behavior.  
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１．研究開始当初の背景 

子どもの問題行動の背景に深刻な家族病理

とそれによる生活環境の異変である｢生活病

理｣があるとされる中、「生活臨床」の必要性

が提唱された。｢生活臨床｣とは、元来は統合

失調症の生活環境にまつわる諸要因を分析し
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新たな見地をもって取り組まれた、症状の再

発防止の療法であったが、現在は新しい概念

として子どもの生活全般への支援方法と定義

され始めている。そして、2007年度からの３

か年にわたる挑戦的萌芽研究(科研費番号196

53102、 研究代表者:白石大介)において、乳

幼児・小学生・中学生という発達段階におけ

る縦断的研究の視点をもとに基礎的な研究

が進められ、睡眠・食事・運動などの乱れと

生活臨床の必要性のエビデンスとして、｢睡眠

の質のよい子どもは生活に乱れが少なく、前

向きな行動が多いこと｣を明らかにしている。 

 
２．研究の目的 

 本研究は、乳幼児・小・中学生と保護者・

教師を対象にした大規模調査の結果から得

た四つの知見(１.食事では、欠食・偏食・孤

食・テレビ視聴による「ながら食」が起こっ

ていること・2.運動では、ゲームの利用時間

の増加などによる運動の減少・遊び集団の小

規模化が起こっていること・3．睡眠では、

睡眠の質の低下・睡眠時間の短縮化・就寝時

間および起床時間の遅延化などの生活の乱

れが起こっていること・4.睡眠の質のよい子

どもは生活に乱れが少なく、前向きな行動が

多いこと)をもとに、｢家族病理｣を背景とした

｢子どもの問題行動｣の一要因に｢生活病理｣

(生活の乱れ)があると考え、生活全体を立て

直すこと(｢生活臨床｣)によって様々な問題

行動を予防できることをプログラムの作成

とその実行によって明らかにするものである。 

 
３．研究の方法 

(1)高等学校における生活実態調査(2010 年度) 

｢高校生の生活実態に関する調査」として、

兵庫県立高等学校長協会との共同で調査協

力が得られた兵庫県内の公立高等学校 10 校

において、保護者対象、教師対象および生徒

対象の３種類の質問紙調査を行った。調査時

期は 2010 年 11 月～2011 年 1 月であった。保

護者対象質問紙と生徒対象質問紙は学校を

通じて保護者に配布し、保護者による厳封の

上、回答を担任教師を通じて回収した。教師

対象質問紙も同様の方法を取り、人権保護お

よび個人情報保護に配慮した。 

(2) 小学校における｢睡眠健康教育の実践に関

する調査・研究(Pre-Post 研究モデル)｣の実施 

(2011 年度)  睡眠健康教育を施す前後での小

学生の心身（特に心の面）の状態を調査し、そ

の結果を比較することで同教育の意義と効果を

検討することを目的として、兵庫県内の公立小

学校４校の児童約 1,400 名を対象に睡眠の重要

性を示した睡眠健康教育(保健指導の授業)の

実践に関する調査・研究を実施した。そして、保

健指導実施前に１回目、実施後２週間の睡眠シ

ートを使用した生活臨床の実行後に２回目、さら

にその２ヶ月後に３回目の｢睡眠・心身の状態に

関する質問紙調査(３回とも同様の内容)｣を行っ

た(図１)。 

 
 
 
 
 
 
        
     
 

(3) 中学校における｢睡眠健康教育の実践に関

する調査・研究(Pre-Post 研究モデル)｣の実施

(2012 年度)  睡眠健康教育を施す前後での中

学生の心身（特に心の面）の状態を調査し、そ

の結果を比較することで同教育の意義と効果を

さらに検討することを目的として、神戸市内の公

立中学校４校の生徒約 1,600 名を対象に睡眠の

重要性を示した睡眠健康教育(保健指導の授

業)の実践に関する調査・研究を実施した。そし

て、保健指導実施前に１回目、実施後２週間の

睡眠シートを使用した生活臨床の実行後に２回

目、さらにその２ヶ月後に３回目の｢睡眠・心身の
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図1 睡眠健康教育(睡眠指導)の実践に関する調査・研究

日常生活場面（学校・家庭）

睡眠指導場面（学校・家庭）

生活臨床の実施後(2ヶ月後･PostⅡ)
(12月上旬～2012年1月下旬)

第３回調査 日常生活場面（学校・家庭）

生活臨床の実施後(PostⅠ)
(9月下旬～11月中旬)

第２回調査

睡眠健康教育(睡眠指導)の実施
生活臨床(睡眠ｼｰﾄ･2週間)の実施

睡眠指導直前(Pre･9月上旬～11月上旬)

第１回調査(睡眠習慣・自尊感情
学習意欲・ストレス・抑うつ)

測定基準



状態に関する質問紙調査(３回とも同様の内容)｣

を行った(図２)。 

 
 
 
 
 
 

 

 

(4) 小学校・中学校における生活実態調査の 

   結果の分析 

先行研究(挑戦的萌芽研究 テーマ：生活

病理・生活臨床に関する臨床教育学的調査研

究 課題番号 19653102 研究代表者：白石大

介 小谷正登も研究分担者の一人として参

画)の調査結果を詳細に分析・考察した。 

 
４．研究成果 

(1)高等学校における生活実態調査(2010 年度) 

同調査を実施した結果、生徒 4,093 名、保護

者 2,583 名、教師 257 名の有効回答を得、高校

生全体の４分の１が１時以降に就寝していること、

食習慣では 10%を超える者が朝食抜きで孤食で

あること、約 20%が 1 日に携帯電話を 4 時間以上

使用していること、高校生の半数が慢性的な疲

労状態であることなどを基本的な分析によって

明らかにした。そして、この基本的な分析結果を

もとに｢報告書｣を作成して調査協力校などに研

究内容を公表するとともに、関係学会で発表し

論文１編を執筆した。 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2) 小学校における｢睡眠健康教育の実践に関

する調査・研究(Pre-Post 研究モデル)｣の実施

(2011 年度)  基本的な分析の結果、回を追う

毎に睡眠の状態が改善するとともに、自尊感

情(図３)と学習意欲が高まり、ストレス反応

度(図４)と抑うつ度が低下したことなどを

明らかにした。そして、この基本的な分析結

果をもとに｢報告書｣を作成し、調査協力校な

どに研究内容を公表するとともに、関係学会

で発表した。 

(3) 中学校における｢睡眠健康教育の実践に関

する調査・研究(Pre-Post 研究モデル)｣の実施

(2012 年度)  基本的な分析の結果、睡眠障害

度では第１回から第２回にかけて低下した

こと、そして、回を追う毎に自尊感情および

学習意欲が高まり、ストレス反応度が低下し

たことなどを明らかにした(図５)。そして、

この基本的な分析結果をもとに、現在｢報告

書｣を作成中である。 

 

(4) 小学校・中学校における生活実態調査の 

結果の分析 

 小中学生の睡眠の質と生活の諸側面の関

連を明らかにし、４編の論文(査読有)を執筆

した。さらに、その研究経過をまとめ、学会

発表を行った。 
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図2 睡眠健康教育(睡眠指導)の実践に関する調査
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